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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
五
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
三
十
九
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

百
五
十
万
枚

一
億
五
千
万
円

四

証
票
金
額

一
枚
百
円

五

証
票
型
式

開
封
式

六

発
売
期
間

令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
八

月
十
六
日
ま
で

七

抽
せ
ん
期
日

令
和
四
年
八
月
十
九
日

八

当
せ
ん
金
支
払
開
始

期
日

令
和
四
年
八
月
二
十
四
日

九

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

千
万
円

一
本

一
等
の
前
後
賞

二
百
五
十
万
円

二
本

一
等
の
組
違
い
賞

十
万
円

十
四
本

二
等

三
十
万
円

三
十
本

三
等

一
万
円

百
五
十
本

四
等

五
千
円

千
五
百
本

五
等

千
円

一
万
五
千
本

六
等

百
円

十
五
万
本

計

十
六
万
六
千
六
百
九
十
七
本

十

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
六
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
四
十
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

三
百
万
枚

六
億
円

四

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

五

証
票
型
式

被
封
式
（
被
封
さ
れ
た
特
定
部
分
を
削

り
取
る
こ
と
に
よ
り
、
一
等
か
ら
五
等

ま
で
の
当
せ
ん
が
判
明
す
る
方
法
）

六

発
売
期
間

令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
九

月
二
十
七
日
ま
で

七

当
せ
ん
金
支
払
開
始

期
日

令
和
四
年
七
月
二
十
七
日

八

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

百
万
円

十
八
本

二
等

五
万
円

五
百
四
十
本

三
等

一
万
円

三
千
本

四
等

千
円

三
万
本

五
等

二
百
円

九
十
万
本



令和4年6月3日（金曜日）東 京 都 公 報（第17589号） ２

計

九
十
三
万
三
千
五
百
五
十
八
本

九

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
七
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
四
十
一
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

百
五
十
万
枚

三
億
円

四

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

五

証
票
型
式

被
封
式
（
被
封
さ
れ
た
特
定
部
分
を
削

り
取
る
こ
と
に
よ
り
、
一
等
か
ら
五
等

ま
で
の
当
せ
ん
が
判
明
す
る
方
法
）

六

発
売
期
間

令
和
四
年
八
月
三
日
か
ら
同
月
三
十
日

ま
で

七

当
せ
ん
金
支
払
開
始

期
日

令
和
四
年
八
月
三
日

八

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

二
百
万
円

六
本

二
等

五
万
円

百
五
十
本

三
等

一
万
円

千
五
百
本

四
等

千
円

一
万
八
千
本

五
等

二
百
円

四
十
五
万
本

計

四
十
六
万
九
千
六
百
五
十
六
本

九

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
八
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
四
十
二
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

三
百
万
枚

六
億
円

四

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

五

証
票
型
式

開
封
式

六

発
売
期
間

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
九

月
二
十
日
ま
で

七

抽
せ
ん
期
日

令
和
四
年
九
月
二
十
六
日

八

当
せ
ん
金
支
払
開
始

期
日

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

九

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

三
千
万
円

一
本

一
等
の
前
後
賞

千
万
円

二
本

一
等
の
組
違
い
賞

十
万
円

二
十
九
本

二
等

三
十
万
円

百
二
十
本

三
等

一
万
円

九
千
本

四
等

千
円

三
万
本

五
等

二
百
円

三
十
万
本

十
五
夜
賞

三
万
円

九
百
本

計

三
十
四
万
五
十
二
本

十

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
九
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
四
十
三
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

百
五
十
万
枚

三
億
円

四

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

五

証
票
型
式

被
封
式
（
被
封
さ
れ
た
特
定
部
分
を
削

り
取
る
こ
と
に
よ
り
、
一
等
か
ら
五
等

ま
で
の
当
せ
ん
が
判
明
す
る
方
法
）

六

発
売
期
間

令
和
四
年
九
月
十
四
日
か
ら
同
年
十
月

十
一
日
ま
で

七

当
せ
ん
金
支
払
開
始

令
和
四
年
九
月
十
四
日
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期
日

八

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

五
百
万
円

三
本

二
等

十
万
円

百
五
本

三
等

一
万
円

千
二
百
本

四
等

千
円

一
万
五
千
本

五
等

二
百
円

四
十
五
万
本

計

四
十
六
万
六
千
三
百
八
本

九

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
号

当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
四
十
四
回
東
京
都
宝
く
じ

二

受
託
銀
行
等
の
名
称

及
び
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

三

発
売
の
数
及
び
総
額

二
百
万
枚

二
億
円

四

証
票
金
額

一
枚
百
円

五

証
票
型
式

開
封
式

六

発
売
期
間

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
十

月
十
八
日
ま
で

七

抽
せ
ん
期
日

令
和
四
年
十
月
二
十
一
日

八

当
せ
ん
金
支
払
開
始

期
日

令
和
四
年
十
月
二
十
六
日

九

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数

等

級

当
せ
ん
金

当
せ
ん
本
数

一
等

千
万
円

一
本

一
等
の
前
後
賞

二
百
五
十
万
円

二
本

一
等
の
組
違
い
賞

十
万
円

十
九
本

二
等

三
十
万
円

二
十
本

三
等

一
万
円

二
百
本

四
等

五
千
円

四
千
本

五
等

千
円

二
万
本

六
等

百
円

二
十
万
本

計

二
十
二
万
四
千
二
百
四
十
二
本

十

注
意
事
項

㈠

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若

し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈡

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
一
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
梨
県

県
土
整
備
部
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を

実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

山
梨
県

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

三

測
量
の
区
域

奥
多
摩
町
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
十

五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
二
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
渋
谷
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

渋
谷
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

渋
谷
区
宇
田
川
町
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
五
月
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
三
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
田
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

大
田
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）
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三

測
量
の
区
域

大
田
区
蒲
田
四
丁
目
及
び
西
蒲
田
七
丁
目
各
地

内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
五
年
二
月

十
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
四
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
空
港
整
備
事
務
所
長
か
ら
次
の
よ
う
に

測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
空
港
整
備

事
務
所

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

三

測
量
の
区
域

大
田
区
羽
田
空
港
一
丁
目
、
羽
田
空
港
二
丁
目
、

羽
田
空
港
三
丁
目
、
羽
田
一
丁
目
及
び
羽
田
六

丁
目
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
九
月
十
六

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
五
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
多
摩
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

多
摩
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
数
値
図
化
（
同
時
調
整
含
む
）
及

び
修
正
測
量
）

三

測
量
の
区
域

多
摩
市
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
六
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
東
金
町
五
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
六
月
六
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
葛
飾
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

葛
飾
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

葛
飾
区
東
水
元
二
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
六
月
六
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
八
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
区
長

か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

北
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

北
区
滝
野
川
一
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
六
月
八
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
十
五

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
道
路
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
六
月
三
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明
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指
定
に
係
る
道

路
の
種
類

指
定
年
月
日

指
定
に
係
る
道

路
の
位
置

指
定
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
四
年
五

月
十
三
日

あ
き
る
野
市
引

田
字
阿
岐
野
十

七
番
一
か
ら
同

番
三
ま
で
、
同

番
七
、
二
十
番

一
か
ら
同
番
三

延
長

一
一
二
八
・
三

〇幅
員

六
・
〇
〇

〜
一
八
・
〇
〇

ま
で
、
二
十
一

番
二
、
同
番
三
、

二
十
三
番
三
、

同
番
十
一
か
ら

同
番
十
三
ま
で
、

同
番
十
五
、
同

番
十
六
、
三
十

四
番
、
三
十
五

番
一
、
同
番
二
、

同
番
五
か
ら
同

番
七
ま
で
、
三

十
六
番
一
か
ら

同
番
三
ま
で
、

五
十
七
番
一
、

五
十
九
番
三
、

六
十
番
、
引
田

字
櫻
ノ
岡
二
百

五
十
一
番
一
、

同
番
八
、
二
百

五
十
五
番
一
、

二
百
五
十
九
番

三
、
二
百
七
十

五
番
一
、
二
百

七
十
九
番
一
、

同
番
四
、
二
百

八
十
一
番
三
、

二
百
八
十
五
番

一
、
二
百
八
十

九
番
一
、
伊
奈

字
引
田
ノ
上
六

百
三
十
八
番
四
、

六
百
六
十
二
番

四
、
六
百
六
十

三
番
三
、
六
百

八
十
一
番
一
、

六
百
八
十
二
番

一
、
同
番
三
、

六
百
八
十
四
番

一
、
同
番
二
、

六
百
八
十
八
番

一
か
ら
同
番
三

ま
で
、
六
百
八

十
九
番
、
六
百

九
十
番
一
か
ら

同
番
三
ま
で
、

六
百
九
十
一
番

一
、
六
百
九
十

二
番
一
、
六
百

九
十
四
番
一
、

七
百
四
番
一
、

同
番
五
及
び
七

百
五
番
一
の
各

一
部
、
同
番
一

地
先
並
び
に
同

番
四
、
七
百
六

番
、
七
百
七
番
、

七
百
十
一
番
、

七
百
十
二
番
一
、

同
番
二
、
七
百

十
三
番
一
、
同

番
二
、
七
百
十

四
番
三
、
同
番

四
、
七
百
十
五

番
三
、
七
百
二

十
二
番
三
、
七

百
二
十
三
番
三
、

七
百
三
十
一
番

一
、
同
番
三
、

七
百
三
十
二
番

一
か
ら
同
番
十

七
ま
で
及
び
七

百
三
十
四
番
三

の
各
一
部

告

示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１８５号

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
６
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
３
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
の
規
定
に
基

づ
き
技
能
検
定
員
審
査
を
実
施
す
る
の
で
、
規
則
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
審
査
の
種
類

普
通
自
動
車
免
許
技
能
検
定
員
審
査

２
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
資
格

普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転

免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
で
き
る
者
で
あ
る

こ
と
。

３
審
査
項
目
及
び
審
査
細
目

⑴
技
能
検
定
に
関
す
る
技
能

ア
技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

イ
自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

⑵
技
能
検
定
に
関
す
る
知
識

ア
教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

イ
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

ウ
技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

エ
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

４
審
査
細
目
の
免
除

規
則
第
１７条

第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
又
は
附
則
第
３
条
第
１



令和4年6月3日（金曜日）東 京 都 公 報（第17589号） ６
項
第
１
号
若
し
く
は
第
２
号
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
該
当
す
る
者

５
審
査
の
日
時
及
び
場
所

⑴
日
時

令
和
４
年
７
月
４
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
８
日
（
金
曜

日
）
ま
で
の
間
の
う
ち
、
申
請
書
提
出
時
に
お
い
て
指
定
す
る

日
時

⑵
場
所

警
視
庁
府
中
運
転
免
許
試
験
場
（
府
中
市
多
磨
町
三
丁
目
１

番
地
の
１
）

６
申
請
手
続

⑴
申
請
書
類

ア
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
１
号
の
審
査
申
請
書
と
す

る
。
）

イ
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上

三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）

ウ
審
査
細
目
が
免
除
さ
れ
る
者
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
書
面

⑵
受
付
日
時

令
和
４
年
６
月
１６日

（
木
曜
日
）
及
び
同
月
１７日

（
金
曜

日
）
の
午
前
９
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

⑶
受
付
場
所

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
（
府
中
市
多
磨
町
三

丁
目
１
番
地
の
１
）

⑷
申
請
に
関
す
る
注
意
事
項

ア
申
請
書
は
、
警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
に
お

い
て
、
令
和
４
年
６
月
６
日
（
月
曜
日
）
か
ら
配
布
す
る
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

イ
写
真
は
、
申
請
書
に
貼
り
付
け
る
こ
と
。

ウ
提
出
書
類
は
、
本
人
が
直
接
持
参
す
る
こ
と
。

エ
運
転
免
許
証
を
提
示
す
る
こ
と
。

７
審
査
手
数
料

１９,５００円
。
た
だ
し
、
審
査
細
目
を
免
除
さ
れ
る
者
は
、
警
視

庁
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
１２年

東
京
都
条
例
第
９９号

）
別
表
第

２
１
の
項
備
考
２
に
規
定
す
る
額
を
減
額
す
る
。

８
携
行
品
及
び
服
装

⑴
携
行
品

ア
運
転
免
許
証

イ
筆
記
用
具

ア
黒
色
又
は
青
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

イ
赤
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

⑵
服
装

自
動
車
の
運
転
に
支
障
の
な
い
服
装

９
合
格
証
明
書
の
交
付

合
格
者
に
は
、
規
則
別
記
様
式
第
２
号
の
技
能
検
定
員
審
査
合

格
証
明
書
を
交
付
す
る
。

１０
問
合
せ
先

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
７２５０―５２６５

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１８６号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２３条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
２０号

。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
学
科
試
験

令
和
４
年
９
月
３
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
前
１１時

ま
で

⑵
実
技
試
験

令
和
４
年
１１月

５
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

２
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
１２番

５
号

警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
６
号
の
警
備
業
務
（
以
下
「
貴
重
品
運
搬
警
備

業
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検

定
（
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）

４
検
定
予
定
人
員

１０名

５
受
検
対
象
者

⑴
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
貴
重
品
運
搬
警
備

業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）

に
係
る
法
第
２３条

第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明

書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該

合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
に

従
事
し
た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
も
の

⑵
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
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６
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
４
年
７
月
２５日

（
月
曜
日
）
及
び
同
月
２６日

（
火
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

８２０１

７
申
請
手
続

⑴
受
付
期
間

令
和
４
年
８
月
３
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
５
日
（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

⑵
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
申
請
書
類

ア
検
定
申
請
書

１
通

イ
写
真
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
２
葉

ウ
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
各
１
通

ア
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

エ
前
記
５
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１

通ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
警
備
業

務
従
事
証
明
書
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い

う
。
）

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格

認
定
書
の
写
し

⑷
検
定
手
数
料

１６,０００円

８
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１８７号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

）
第
２３条

第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る

規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
学
科
試
験

令
和
４
年
９
月
３
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
前
１１時

ま
で

⑵
実
技
試
験

令
和
４
年
１１月

５
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

２
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
１２番

５
号

警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
６
号
の
警
備
業
務
（
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
に

係
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の

検
定

４
検
定
予
定
人
員

１５名

５
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。
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な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
４
年
７
月
２７日

（
水
曜
日
）
及
び
同
月
２８日

（
木
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

８２０１

６
申
請
手
続

⑴
受
付
期
間

令
和
４
年
８
月
３
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
５
日
（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

⑵
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
申
請
書
類

ア
検
定
申
請
書

１
通

イ
写
真
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
２
葉

ウ
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
各
１
通

ア
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

⑷
検
定
手
数
料

１６,０００円

７
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１８８号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
４
年
９
月
７
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
１５日

（
木
曜
日
）

ま
で
の
７
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

１５０名

５
受
講
対
象
者

⑴
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第
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２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
間

令
和
４
年
８
月
９
日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
１０日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

⑶
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
１２０名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
４
年
８
月
２５日

（
木
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１
通

ア
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
４
年
９
月
１
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
２
日
（
金
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

４７,０００円
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問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１８９号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
４
年
１０月

１９日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
２６日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
６
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
運
搬
中
の
現

金
、
貴
金
属
、
美
術
品
等
に
係
る
盗
難
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒

し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
３
号
警
備
業
務
」
と
い

う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

５０名

５
受
講
対
象
者

⑴
最
近
５
年
間
に
３
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

３
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
３
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
４
年
９
月
２１日

（
水
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

７
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
４
年
１０月

６
日
（
木
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
３
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書
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た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
４
年
１０月

１３日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
１４日

（
金
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

３８,０００円

９
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１９０号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
４
年
１０月

２４日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
２６日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
３
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
運
搬
中
の
現

金
、
貴
金
属
、
美
術
品
等
に
係
る
盗
難
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒

し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
３
号
警
備
業
務
」
と
い

う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

１０名

５
受
講
対
象
者

法
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
警
備
業
務
の
う
ち
、
３
号
警
備
業

務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
２２条

第
２
項
に
規
定
す

る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
又
は
規
則
第
７
条
第
１
項
に

規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下

「
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の

⑴
最
近
５
年
間
に
３
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業
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務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

３
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
３
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
３
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
４
年
９
月
２２日

（
木
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

７
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
４
年
１０月

６
日
（
木
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
３
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
員

指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
写
し
又
は
警
備
員
指
導
教
育

責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
の
写
し

１
通

ウ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
３
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
４
年
１０月

１３日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
１４日

（
金
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

１４,０００円

９
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０
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⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１９１号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

）
第
４２条

第
２
項
第
１
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第

１３条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
４
年
６
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
４
年
８
月
１６日

（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
１９日

（
金
曜
日
）

ま
で
の
４
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
予
定
人
員

６０名

４
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
４
年
７
月
２０日

（
水
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

５
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
４
年
８
月
２
日
（
火
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

６
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
４
年
８
月
８
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
９
日
（
火
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

３９,０００円

７
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

公

告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
六
月
三
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
幸
町
五
丁
目
四
十
六
番
十

二
及
び
同
番
二
十
七

東
大
和
市
向
原
六
丁
目
九
百
三

十
八
番
地
の
二
明
恵
ビ
ル
一
階

株
式
会
社
住
健
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

中
澤

清

東
大
和
市
桜
が
丘
四
丁
目
三
百
二

十
一
番
一
、
三
百
二
十
二
番
及
び

三
百
二
十
三
番
二

東
大
和
市
上
北
台
三
丁
目
四
百

十
一
番
地
の
八

株
式
会
社
ヒ
カ
リ
企
画

代
表
取
締
役

本
橋

光
晴

東
大
和
市
向
原
五
丁
目
千
七
十
五

番
三
か
ら
同
番
八
ま
で

国
分
寺
市
本
町
二
丁
目
十
六
番

四
号

株
式
会
社
ラ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

横
道

哲
夫

青
梅
市
柚
木
町
三
丁
目
六
百
九
十

八
番
一

羽
村
市
小
作
台
二
丁
目
六
番
地

三有
限
会
社
歓
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

徳
永

幸
正

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
四
年
六
月
三
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労
働

局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
六
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

町
田
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

二

店
舗
所
在
地

町
田
市
原
町
田
六
丁
目
二
番
六
号

三

設
置
者
名

株
式
会
社
丸
井

四

設
置
者
住
所

中
野
区
中
野
四
丁
目
三
番
二
号

五

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
キ
タ
ム
ラ
ほ
か
三
十
八
名

六

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
キ
タ
ム
ラ
ほ
か
二
十
九
名

七

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

富
士
コ
ン
タ
ク
ト
株
式
会
社
ほ
か
九
名

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
住
所

渋
谷
区
神
宮
前
五
丁
目
五
十
三
番
六
十

七
号
（
株
式
会
社
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｆ
ｒ
ａ

ｎ
ｃ
）

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
住
所

港
区
北
青
山
三
丁
目
五
番
十
二
号
青
山

ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ル
Ｂ
１
（
株
式
会
社
Ｆ

ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
）

十

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

赤
間

春
彦
（
富
士
コ
ン
タ
ク
ト
株
式

会
社
）
ほ
か

十
一

変
更
後
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

甲
斐

龍
一
（
富
士
コ
ン
タ
ク
ト
株
式

会
社
）
ほ
か

十
二

変
更
日

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
ほ
か

十
三

届
出
日

令
和
四
年
五
月
十
一
日

十
四

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
五

縦
覧
期
間

令
和
四
年
六
月
三
日
か
ら
同
年
十
月
三

日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に

関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例

第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
六

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

町
田
セ
ブ
ン
ビ
ル

二

店
舗
所
在
地

町
田
市
原
町
田
六
丁
目
一
番
六
号

三

設
置
者
名

町
田
セ
ブ
ン
ビ
ル
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

町
田
市
原
町
田
六
丁
目
一
番
六
号

五

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
丸
井

六

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

ユ
ザ
ワ
ヤ
商
事
株
式
会
社
ほ
か
四
十
名

七

変
更
日

令
和
四
年
五
月
一
日
ほ
か

八

届
出
日

令
和
四
年
五
月
十
一
日

九

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十

縦
覧
期
間

令
和
四
年
六
月
三
日
か
ら
同
年
十
月
三

日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に

関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例

第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
一

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
三
鷹
台
団
地
店

二

店
舗
所
在
地

三
鷹
市
牟
礼
二
丁
目
千
八
十
六
番
二
十

三

三

設
置
者
名

サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

杉
並
区
永
福
三
丁
目
五
十
七
番
十
四
号

五

変
更
前
の
店
舗
名

（
仮
称
）
サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
三
鷹
台
店

六

変
更
後
の
店
舗
名

サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
三
鷹
台
団
地
店

七

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

田
尻

一

八

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

服
部

哲
也

九

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
ほ
か
一
名

十

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

田
尻

一
（
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
）
ほ

か

十
一

変
更
後
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

服
部

哲
也
（
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
）

ほ
か

十
二

変
更
日

令
和
二
年
四
月
一
日
ほ
か

十
三

届
出
日

令
和
四
年
五
月
二
十
日

十
四

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
五

縦
覧
期
間

令
和
四
年
六
月
三
日
か
ら
同
年
十
月
三

日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に

関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
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第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
六

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

雑

報
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